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はじめに
このたびは，ディジタルオシロスコープDL1700Eシリーズ(DL1720E/DL1735E/DL1740E/DL1740EL)
をお買い上げいただきましてありがとうございます。
このオペレーションガイドは，DL1700Eを初めてお使いになる方がすぐに操作できるように，基本的
な操作を中心に説明したものです。
DL1700Eシリーズの取扱説明書には，このオペレーションガイドのほかに，すべての機能を説明した
「ユーザーズマニュアル」(IM701730-01)，通信機能だけを詳しく説明した「通信インタフェース
ユーザーズマニュアル」(IM701730-17，CD-ROM)，オプションのシリアルバス信号解析機能を説明
した「シリアルバス信号解析機能ユーザーズマニュアル」(IM701730-51)の3種類があります。このオ
ペレーションガイドとあわせてご利用ください。

ご  注  意
●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがあります。また，
実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがあり
ましたら，お手数ですが，当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
●本製品のTCP/IPソフトウエア，およびTCP/IPソフトウエアに関するドキュメントは，カリフォニ
ア大学からライセンスされたBSD Networking Software, Release 1をもとに当社で開発/作成した
ものです。

商　　標
● Adobe，Acrobat，およびPostScriptは，アドビシステムズ社の商標または登録商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，TM，®マークは表示していません。
●その他，本文中に使われている会社名・商品名は，各社の登録商標または商標です。

履　　歴
● 2004年7月 初版発行
● 2007年7月 2版発行

2nd Edition : July 2007 (YK)

All Rights Reserved, Copyright © 2004 Yokogawa Electric Corporation
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DL1700Eの操作の流れ

DL1700EDL1700Eの操作の流れの操作の流れDL1700Eの操作の流れ
下図は，DL1700Eを初めてお使いになる方に，DL1700Eの操作全体の流れを把握していただくためのものです。本書に記
載されている操作の流れを示しているものではありません。それぞれの項目の詳細については， で示したユーザーズマ
ニュアルの各章または各節をご覧ください。

測定の準備測定の準備

画面に波形を表示画面に波形を表示

波形の表示条件波形の表示条件

本機器の設置

電源の接続とON/OFF

プローブの接続

イニシャライズ

オートセットアップ

・垂直軸
・水平(時間)軸
・トリガ
・波形の取り込み
・波形や情報の表示

波形の演算波形の演算/解析解析/サーチサーチ
・波形の演算
・波形の解析
・波形のサーチ
・GO/NO-GO判定

波形の印刷波形の印刷/保存保存
・画面イメージの印刷
・各種データの保存

3.2節

3.3節

3.4，3.5節

4.4節

4.5節

5.1～5.9節
5.10，5.11節
6章
7章
8章

9章
10.5～10.8節
10.2～10.4節
10.9～10.11節

11章
12章
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フロントパネルの各部の名称と働き

フロントパネルの各部の名称と働きフロントパネルの各部の名称と働きフロントパネルの各部の名称と働き
ここでは，操作内容別にDL1700Eのフロントパネルにある操作キーやノブの名称と働きについて説明します。それぞれの
項目の詳細については， で示したユーザーズマニュアルの各章または各節をご覧ください。

垂直軸

CH1～CH4(2)*1キー　5.1～5.9，8.9節
各チャネルの表示のON/OFF，垂直ポジション，カッ
プリング，プローブの減衰比/電流-電圧換算比，オフ
セット電圧，帯域制限，垂直軸の拡大/縮小，リニア
スケーリングおよび波形ラベルを設定するメニューが
表示されます。
V/DIVノブを操作する前にCHキーを押して，押したチャ
ネルのメニューを表示すると，そのチャネルがV/DIV
ノブ操作の対象チャネルになります。
各CHキーの左側にあるインジケータは，そのチャネ
ルの表示がONのときに点灯します。

*1 DL1720EではCH2まで，DL1735E/DL1740E/DL1740ELではCH4までのチャネルの操作キーがあります。以降，「CH1
～CH4(2)」と表記して，各モデルによって操作または設定対象のチャネルが，それぞれCH1～CH2とCH1～CH4まで
であることを示します。

*2 プローブの減衰比/電流-電圧換算比設定で，プローブの減衰比を設定している場合は電圧軸感度を，電流-電圧換算比
を設定している場合は電流軸感度を設定することになります。

V/DIVノブ　5.2節
垂直軸感度*2を設定します。このノブを回す前にCH1
～CH4(2)キーを押して，押したチャネルのメニュー
を表示し，対象チャネルを選択しておきます。
波形の取り込みをストップ中に垂直軸感度の設定を
変更した場合は，波形の取り込みをスタートしたと
きに，変更した設定が有効になります。

PRESETキー　5.7節
プローブの減衰比/電流-電圧換算比，V/div，オフセッ
ト電圧およびトリガレベルなどをCMOSまたはECL信
号に適した値(あるいは任意の設定値)に自動的に設定
するメニューが表示されます。
全チャネルの設定を一度にプリセットすることもで
きます。

VERTICAL

PRESET
CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

V DIV

水平軸

(SHIFT＋)ZOOMキー　8.4，10.4節
波形のズーム表示を設定するメニューが表示されます。
SHIFTキーを押してからZOOMキーを押すと，波形サーチ
(サーチ＆ズーム機能)を設定するメニューが表示されま
す。

TIME/DIVノブ　5.11節
水平軸(時間軸)スケールを設定します。
波形の取り込みをストップ中に設定を変更した場合は，
波形の取り込みをスタートしたときに，変更した設定が
有効になります。

SEARCH

HORIZONTAL

ZOOM

TIME DIV

トリガ

SIMPLEキー　6.5～6.7節
通常のエッジトリガである，シンプルトリガを設定する
メニューが表示されます。
SIMPLEキーの左上のインジケータが点灯しているときに
シンプルトリガの設定が有効です。

ENHANCEDキー　6.8～6.14節
パターントリガなどの複雑なトリガをかける，エンハン
ストトリガを設定するメニューが表示されます。
ENHANCEDキーの右上のインジケータが点灯していると
きに，エンハンストトリガの設定が有効です。

TRIG'Dインジケータ
トリガがかかると点灯します。

(SHIFT＋)POSITIONキー　6.2，6.3節
トリガポジションを設定するメニューが表示されます。
SHIFTキーを押してからPOSITIONキーを押すと，トリガ
ディレイを設定するメニューが表示されます。

(SHIFT＋)MODEキー　6.1，6.15，7.6節
トリガモードやシーケンシャルストアを設定するメニューが表示されます。
SHIFTキーを押してからMODEキーを押すと，アクションオントリガを設定す
るメニューが表示されます。

ACTION DELAY

TRIGGER

TRIG  D

SIMPLE

MODE POSITION

ENHANCED
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共通操作や波形の取り込み/表示/演算/解析/サーチ

SETUPキー　4.4，4.5，12.1節
各設定を入力信号に応じた値に自動的に設定するオートセットアップメニュー，各設定値を工場出荷時の
値に戻すイニシャライズメニュー，および設定データをストア/リコールするメニューが表示されます。

(SHIFT＋)DISPLAYキー　8.1～8.3，8.5，8.7～8.10節
波形表示や情報表示を設定するメニューが表示されます。
SHIFTキーを押してからDISPLAYキーを押すと，X-Y表示を設定するメニューが表示されます。

HISTORYキー　10.1～10.3節
ヒストリメモリ機能を使って，波形を
表示したりサーチするときのメニュー
が表示されます。シーケンシャルスト
アした波形も表示/サーチできます。

MEASUREキー　10.6～10.8節
波形パラメータの自動測定，統計処理を設定するメニューが表示されます。

CURSORキー　10.5節
カーソル測定を設定するメニュー
が表示されます。

ESCキー
ソフトキーメニューやダイアログボック
スを消去するときに使用します。

(SHIFT＋)MATHキー　9.1～9.8節
波形演算を設定するメニューが表示されます。
SHIFTキーを押してからMATHキーを押すと，位相シフト(ずらす)を設定するメニュー
が表示されます。

SHIFTキー
SHIFTキーを押して，SHIFTキーの上にあ
る緑色のインジケータを点灯させると，
シフト状態になります。操作キーの上側
(または下側)にある紫色文字の設定メ
ニューが選択できるようになります。

GO/NO GOキー　10.9，10.10節
GO/NO-GO判定を設定するメニューが
表示されます。 ACQキー　5.11，7.2～7.5節

波形を取り込むときのレコード長，アクイジションモード，インタリーブモー
ド，サンプリングモード，およびタイムベースなどを設定するメニューが表示
されます。

START/STOPキー　7.1節
トリガモードに応じて，波形の取り込みがスタート/ストップされます。
START/STOPキーの上のインジケータが点灯しているときが，波形の取り
込み中です。

ジョグシャトル
各設定操作で，値の設定，カーソルの移
動および項目の選択をするときに使用し
ます。シャトルリングを回すと，その角
度に応じて変化量が変わります。

RESETキー
ジョグシャトルで設定した値を初期値に戻します。

SELECTキー
ジョグシャトルで選択した項目や設定し
た値を確定します。

矢印(＜ ＞)キー
ジョグシャトルで数値を入力するときに，設定する桁を
移動します。設定値の変更やカーソルの移動操作で使用
します。

X - Y MENU MENU
PHASE

HELP
ESC

SELECTRESETMATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP DISPLAY

CURSOR

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

GO/NO-GO
ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

画面イメージの印刷やデータの保存/読み込み
FILEキー　12.2～12.8，12.11～12.13節
ストレージメディア(内蔵ストレージメディア，外部のUSBストレージ，およびネットドライ
ブ)に各種データの保存/読み込みをするときのメニューが表示されます。また，保存されてい
る画面イメージデータのサムネイルを表示する操作ができます。

(SHIFT＋)COPYキー　11章
プリンタ(内蔵プリンタ，USBプリンタ，およ
びネットワークプリンタ)への画面イメージの
印刷を実行します。
SHIFTキーを押してからCOPYキーを押すと，
プリンタで画面イメージを印刷するときのメ
ニューが表示されます。

(SHIFT＋)IMAGE SAVEキー　12.9，12.10節
ストレージメディアへの画面イメージデータの保存を実行します。
SHIFTキーを押してからIMAGE SAVEキーを押すと，ストレージメディアに画
面イメージデータを保存するときのメニューが表示されます。また，保存さ
れている画面イメージデータのサムネイルを表示する操作ができます。

X - Y MENU MENU PHASE

HELP
ESC

SELECTRESETMATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP DISPLAY

CURSOR

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

GO/NO-GO
ACQ START/STOP

SNAP
SHOT
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キャリブレーション，イーサネット通信やその他の操作
MISCキー　3.6，4.6，4.7，6.16，13章，15章，16.3，16.4節，通信インタフェースユーザーズ

マニュアル
日付/時刻，キャリブレーション，トリガゲート，イーサネット通信，メニュー言語，メッ
セージ言語，クリック音のON/OFF，USBキーボードの言語，オフセット電圧の測定/演算結
果への反映ON/OFF，画面の色/輝度，バックライト，セルフテスト，およびリモートコント
ロールを設定するメニューが表示されます。また，設定情報やシステムの状態(本機器のオ
プションの有無やファームウエアのバージョンなど)も表示されます。

SNAP SHOTキー　8.6節
現在表示されている波形を画面に白色
(初期設定)で残します。

CLEAR TRACEキー　8.6節
スナップショット波形やアキュムレート
波形を消去します。

HELPキー　4.8節
操作内容を解説するヘルプウイン
ドウの表示をON/OFFします。

X - Y MENU MENU PHASE

HELP
ESC

SELECTRESETMATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP DISPLAY

CURSOR

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

GO/NO-GO
ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

フロントパネルの各部の名称と働き
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表示画面の各部の名称

表示画面の各部の名称表示画面の各部の名称表示画面の各部の名称
ここでは，DL1700Eの画面に表示されるメニューや記号について説明します。それぞれの項目の詳細については， また
は で示したユーザーズマニュアルの各章または各節をご覧ください。

通常の表示画面

設定レコード長　7.2節

トリガポジション
マーク　6.2節

表示レコード長
　付録1

レコード長/表示位置

波形の取り込み状態
Stopped  停止(ストップ)
Running  取り込み中(スタート)
Running Pre...  プリデータ取り込み中
Running Post...  ポストデータ取り込み中
Running Waiting for Trigger  トリガ待ち

アクイジションモード　7.5節
Normal   ノーマルモード
Env   エンベロープモード
Avg   アベレージングモード
BoxAvg   ボックスアベレージモード
波形の取り込みをストップしているときに水平軸ス
ケールを変更する操作をすると，アクイジションモー
ドの表示の代わりに，変更した水平軸スケールとサン
プルレートが反転表示されます。

サンプルレート　付録1

水平軸スケール(時間軸T/div)　5.11節

設定メニュー

トリガレベルマーク
　2.3節

グランドレベルマーク
　2.2節

垂直ポジションマーク
　5.3節

トリガポジションから
波形表示枠の左右端ま
での時間

表示波形の波形ラベル
　8.9節
スケール値
　8.8節

コメント
画面イメージを印刷/保
存するときに設定したコ
メントが表示されます。

トリガタイプ(トリガの種類)　2.3節，6章
トリガモード　6.1節

トリガソース
　2.3節，6章

トリガスロープ
　2.3節，6章

トリガレベル　2.3節，6章

表示波形のチャネル

プローブの減衰比/
電流-電圧換算比
　5.5節

垂直軸感度(V/div)*
　5.2節

入力カップリング
　5.4節

帯域制限*　5.8節

四角い枠
V/div設定の対象になっ
ているとき，四角い枠
で囲まれます。

設定レコード長

通常波形の表示位置

Z1
Z2

Z2のズーム位置
＜ズーム波形表示時＞＜通常波形表示時＞

50k

緑色の枠 緑色の枠
50k

Z1のズーム位置

*  波形の取り込みをストップしているときに垂直軸感度を変更する操作をすると，入力
カップリングと帯域制限の表示の代わりに，変更した垂直軸感度が反転表示されます。

内部処理中の表示
現在処理している内容を「   」の色で表示します。
緑 演算(パワースペクトラム)中/ヒストリ波形を重
ね描き中

黄 パラメータの自動測定中/サーチ中
青 メール送信中/FTPサーバ機能のコマンド実行中/ 
HTTPコマンド実行中

日付/時刻　3.6節

波形の取り込み回数

表示位置

緑色の枠の長さが
設定レコード長に
対する表示レコー
ド長の割合を示し
ています。

ネットワークへの接続状態
　13章
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表示画面の各部の名称

ズーム波形を表示しているときの画面
ユーザーズマニュアル「8.4　波形をズームする」

通常波形のT/div　5.11節

設定または表示レコード長における
ズーム波形Z1のズーム位置

設定または表示レコード長における
ズーム波形Z2のズーム位置

Z2のズーム範囲を示す
ズームボックスZ2Z1のズーム範囲を示す

ズームボックスZ1

通常波形表示枠

ズーム波形表示枠

Z1の表示枠 Z2の表示枠

Z1の
表示レコード長

Z2のT/div
Z1のT/div

通常波形の
表示レコード長

Z2の
表示レコード長

X-Y波形を表示しているときの画面
ユーザーズマニュアル「8.5　X-Y波形を表示する」

通常波形表示枠

X-Y波形表示枠

X軸スケール値

Y軸スケール値
X軸に割り当て
られた波形

Y軸に割り当て
られた波形
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基本のキー操作&ジョグシャトル操作

基本のキー操作基本のキー操作&ジョジョグシグシャトル操作ル操作基本のキー操作&ジョグシャトル操作
ここでは，DL1700Eの設定操作をするときに基本となる，キー操作とジョグシャトル操作について説明します。

基本のキー操作
設定メニュー表示時の操作
ACQメニューの場合(ACQキーを押すと表示される設定メニュー)

　フロントパネルの紫色文字の設定メニューを表示する方法
SHIFTキーを押して，SHIFTキーの左側にあるインジケータを点灯させてから，紫色文字の設定メニューに対応するキーを押します。 

 Note

ジョグシャトルで数値を設定するタイプ（　，　のアイコン付きメニュー）
ソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象（　：対象，　：非対象）にします。
ジョグシャトルを回して，数値を設定します。矢印キーで，桁の移動ができます。

ジョグシャトルで項目を選択するタイプ（　，　  のアイコン付きメニュー）　   
ソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象（　：対象，　：非対象）にします。
ジョグシャトルを回して，設定を変更します。

表示されている選択肢の中から項目を選択するタイプ
ソフトキーを押すごとに，選択項目が切り替わります。
選択されている項目の表示が強調されます。

選択メニューを表示して項目を選択するタイプ
ソフトキーを押して，選択メニューを表示します。表示された選択肢に対応するソフトキーを押します。

ソフトキー

設定メニュー

設定ダイアログボックス表示時の操作
ディレイ設定ダイアログボックスの場合
(MEASUREキーを押すと表示される設定メニューで，MODE：ONにして，Delay Setupのソフトキーを押したとき)

設定ダイアログボックス
設定したい項目の選択は，ジョグシャトルで行います。

SELECTキーを押して，選択メニューを表示します。
ジョグシャトルを回して，設定したい項目にカーソルを
移動します。
SELECTキーを押して，選択を確定します。

SELECTキーを押すごとに，選択項目が切り替わります。

SELECTキーを押して，数値入力ボックスを表示します。
ジョグシャトルを回して，数値を設定します。
矢印キーで，桁の移動ができます。

Modeを選択した場合 Edge Countを選択した場合

数値入力
ボックス

選択メニュー

設定メニューや設定ダイアログボックスを画面から消したいときには，ESCキーを押します。

 Note
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基本のジョグシャトル操作
項目の選択  数値の設定

選択項目を下方向に移動します。

選択項目を上方向に移動します。

SELECTRESET SELECTRESET

ジョグシャトル ジョグシャトル

設定値を初期値に戻します。

矢印キー
設定桁を左右に移動します。

シャトルリング
回す角度に応じて変化量が変わります。

設定値を大きく(速く)します。

設定値を小さく(遅く)します。

基本のキー操作&ジョグシャトル操作

USBマウスからの操作
ユーザーズマニュアル「4.3　USBキーボード/USBマウスで操作する」

リアパネルのUSB PERIPHERALコネクタにUSBマウスを接続すると，DL1700Eのフロントパネルのキーの操作と同様の
操作がUSBマウスでできます。

トップメニュー
画面（波形表示枠）上で，右クリックすると，
フロントパネルの各キーの名称がトップメニューとして表示されます。

ポインタ
選択したい項目にポインタを移動させて，
左クリックすると，選択した項目に対応
した設定メニューが表示されます。

サブメニュー
トップメニューの下に次の階層がある項目では，
サブメニューが表示されます。

この位置にポインタを移動させると，
ポインタの表示が　から　　に変わ
ります。このとき，ホイールを回す
と，T/div値を変更できます。

この位置にポインタを移動させると，
ポインタの表示が　から　　に変わ
ります。このとき，ホイールを回す
と，V/div値を変更できます。

USB PERIPHERALコネクタ(リアパネル)

USBマウス（ホイール付）
DL1700E

●便利な機能●
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DL1700Eの主な機能の紹介

DL1740EDL1740Eの主な機能の紹介の主な機能の紹介DL1700Eの主な機能の紹介
トリガ

ユーザーズマニュアル「6章　トリガ」

大きく分けて「シンプルトリガ」と「エンハンストトリガ」の2種類のトリガがあります。

シンプルトリガ
エッジトリガ
測定入力端子に入力されている信号
があらかじめ設定したトリガレベル
を通過したとき（立ち上がり/立ち下
がり/その両方）に，トリガをかけま
す。

外部トリガ
EXT TRIG IN端子(DL1720EではEXT.端
子)に入力されている信号があらかじ
め設定したトリガレベルを通過した
とき（立ち上がり/立ち下がり/その両
方）に，トリガをかけます。

商用電源トリガ
DL1700Eに供給されている商用電源
の波形の立ち上がりでトリガをかけ
ます。

エンハンストトリガ
A->B（N）トリガ
条件A成立後，条件BがN回成立した
ときに，トリガをかけます。

A Delay Bトリガ
条件A成立後，設定した時間だけ経過
したあと，最初の条件Bが成立したと
きに，トリガをかけます。

パターントリガ
複数のトリガソース*に設定した条件
がすべて成立/不成立のときに，トリ
ガをかけます。

Widthトリガ
条件が成立/不成立の時間が，あらかじ
め設定した判定時間より長いか短いか
を判定して，トリガをかけます。

ORトリガ
複数のトリガソースのトリガ条件のう
ち，どれか1つが成立したときに，トリ
ガをかけます。

ウインドウトリガ
設定した2つのレベルの中にトリガ
ソースが入るか，出るかでトリガを
かけます。

TVトリガ
CH1に入力されたビデオ信号でトリ
ガをかけます。 * トリガをかける条件の対象となる信号をトリガソースといいます。

ヒストリメモリ(ヒストリ記憶)
ユーザーズマニュアル「10.1　ヒストリ波形を表示する」

波形を測定しているときは，アクイジションメモリに取り込まれた波形データが，DL1700Eの画面に表示されること
で，波形としてそのデータを見ることができます。連続して波形を測定していると，異常波形を見てから測定をストッ
プしても，画面上には新しい波形が表示されてしまいます。通常は，過去に戻って異常波形を表示できません。ヒス
トリメモリの機能を使うと，測定ストップ中にアクイジションメモリに取り込まれている過去の波形データ(ヒストリ
波形)を表示できます。ヒストリ波形(最大2048波形分)の中から，指定したヒストリ波形を表示できます。
また，ヒストリ波形の中から，設定したサーチゾーンを通過した波形(または通過しなかった波形)をサーチ(ゾーンサー
チ)したり，設定したパラメータの条件を満たす波形または満たさなかった波形をサーチ(波形パラメータサーチ)したり
できます。

ヒストリ波形

・ゾーンサーチ

・波形パラメータサーチ

Selected Record No. 0 Selected Record No. －25

設定したサーチゾーン

設定したサーチゾーンを
通過した波形を検出

ヒストリ波形

Selected Record No. －28Selected Record No. 0

P-P

この部分を検出

サーチパラメータ：P-P
サーチパラメータに対する
サーチ対象波形の状態：OUT

サーチ範囲

P-P
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レコード長の設定を変えた場合の観測
ユーザーズマニュアル「7.2　レコード長を設定する」

アクイジションメモリに取り込まれる1チャネルあたりのデータ点数をレコード長といいます。レコード長を長く設定
すると，観測時間を長くできるだけでなく，観測時間が同じ場合は，より高いサンプルレートでデータをサンプリン
グできます。短いレコード長では捉えることができなかった波形を正しく観測することが可能です。
レコード長の設定は，ACQメニューのRecord Length(本書の29ページ参照)から変更できます。

レコード長の設定が短いとき レコード長の設定が長いとき
入力信号 表示波形 入力信号 表示波形

サンプリングポイント サンプリングポイント

観測時間* 観測時間*

* (レコード長の設定が短いときの観測時間)＝(レコード長の設定が長いときの観測時間)

水平(時間)軸方向のズーム
ユーザーズマニュアル「8.4　波形をズームする」

時間軸方向に表示波形を拡大(ズーム)できます。同時に2箇所をズームできます。この機能は，波形の取り込み時間を
長くしておいて，波形の一部を詳細に観測したいときに便利です。ズームする位置(ズームボックスの位置)の設定もで
きます。

通常波形表示枠

Z2のズーム波形表示枠

ズームボックスZ2

Z1のズーム波形表示枠

任意の2箇所のズーム波形
(Z1，Z2)を表示できます。

ズームボックスZ1

X-Y波形表示
ユーザーズマニュアル「8.5　X-Y波形を表示する」

X軸(水平軸)に指定した波形の信号レベルをとり，Y軸(垂直軸)にその他の波形(表示がONになっている波形)の信号レベ
ルをとって，2つの信号間のレベルの相関をみることができます。X-Y波形と，通常のT-Y波形(時間軸と信号レベルによ
る波形)の同時観測も可能です。最大2個のX-Y波形を表示できます。

サーチ&ズーム
ユーザーズマニュアル「10.4　サーチ&ズーム機能で波形をサーチする」

波形をサーチして，サーチ条件に合致した波形を拡大表示できます。サーチ方法には，次の5種類があります。

エッジ
波形が，設定したレベル以上/以下(立
ち上がり/立ち下がり)になった回数で
サーチします。

シリアルパターン
波形のシリアルなステータスパター
ン(時間経過で変わる波形のステータ
スパターン)が，High(H)/Low(L)/無視
(X)で設定したパターンと同じかどう
かでサーチします。

パラレルパターン
波形のパラレルなステータスパター
ン(同じ時点の各波形のステータスパ
ターン)が，High(H)/Low(L)/無視(X)
で設定したパターンと同じかどうか
でサーチします。

パルス幅(Width)
設定したレベル以上/以下の波形のパル
ス幅が，設定した判定時間より短いか
長いかでサーチします。

ズーム位置が，指定した方向に自動的
に移動します。ズームされた波形を確
認して，任意の位置でスクロールを止
めることができます。

オートスクロール
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波形演算
ユーザーズマニュアル「9章　波形演算」

加減乗算(＋，－，×)，2値化演算，反転表示，微分/積分，位相シフト(位相をずらして表示)，パワースペクトラム演
算(FFT)が可能です。

カーソル測定
ユーザーズマニュアル「10.5　カーソル測定する」

波形にカーソルを当てて，カーソルと波形の交点の各種測定値を表示できます。水平カーソル，垂直カーソル，マー
カーカーソル，および角度カーソルの4種類があります。

カーソル測定値 カーソル測定値

Cursor2

Cursor1 マーカー3

マーカー4

マーカー2

マーカー1

マーカーカーソルの場合垂直カーソルの場合

波形パラメータの自動測定
ユーザーズマニュアル「10.6　波形パラメータを自動測定する」

波形のレベルの最大値や周波数などを自動的に測定する機能です。波形パラメータは27項目(波形間ディレイを含む)あ
ります。そのうち任意の最大12項目を画面に表示できます。全波形あわせて最大24000個のデータをメディアに保存可
能です。

垂直軸に関する測定項目
(10項目)

波形間ディレイ
(1項目)
基準波形またはトリガ点から
対象波形の立ち上がり/立ち
下がりまでの時間差に関する
測定項目

面積に関する測定項目
(4項目)

時間軸に関する測定項目
(12項目)

・P-P ・Max
・Min ・Avg
・Rms ・Sdev
・High ・Low
・+OShot ・-OShot

・Freq ・Period
・Rise ・Fall
・+Width ・-Width
・Duty ・Burst1
・Burst2 ・Pulse
・AvgFreq ・AvgPeriod

・Int1TY ・Int2TY
・Int1XY ・Int2XY

統計処理
ユーザーズマニュアル「10.7　波形パラメータの測定値を統計処理する」

波形パラメータの自動測定と同じ2つの測定項目に対して，最大値(Max)，最小値(Min)，平均値(Avg)，標準偏差(Sdv)，
および統計処理の対象にした測定値の数(Cnt)の5項目の統計処理ができます。
統計処理の方法には，次の3種類があります。

通常の測定/統計処理
波形を取り込みながら，それまで取
り込んだすべての波形に対して，選
択した測定項目を測定し，統計処理
をします。

1周期ごとの測定/
測定範囲内での統計処理
画面の左側から右側へ順番に(古い波
形から)1周期ごとに波形を区切り，
その1周期ごとに選択した測定項目を
測定し，統計処理をします。

ヒストリ波形の測定/統計処理
ヒストリ波形に対して，選択した測定
項目を測定し，統計処理をします。
古い波形から測定/統計処理をします。
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GO/NO-GO判定
ユーザーズマニュアル「10.9　ゾーンでGO/NO-GO判定をする」「10.10　波形パラメータの測定値でGO/NO-GO判定をする」

波形があらかじめ設定した範囲内に入っているかいないかを判定し，GOまたはNO-GOの場合に所定の動作をする機能
です。判定方法には，「画面上に波形ゾーンを設定しておく方法」と「波形パラメータの範囲を設定しておく方法」
の2種類があります。
判定時の動作としては，警告音(ブザー)，データの保存，画面イメージの印刷，メールの送信(/C10オプション)があり
ます。

ゾーン判定開始点

異常波形

指定したゾーン

ゾーン判定終了点

スナップショット
ユーザーズマニュアル「8.6　スナップショット/クリアトレースをする」

トリガモードがシングルとシングル(N)モード以外のとき，表示波形は周期的に更新されるか，ロールモード表示され
ます。
スナップショット機能を使うと，更新時に消えてしまう波形をスナップショット波形として画面に一時的に保持でき
ます。スナップショット波形は白色で表示され，更新された波形と比較することができます。さらに，スナップショッ
ト波形をメディアに保存したり，画面イメージとして印刷することもできます。
SHIFTキーを押してから，SNAP SHOTキーを押すと，スナップショット波形だけをクリアできます。

スナップショット波形
白色で表示されます。

更新された波形

イーサネット通信
ユーザーズマニュアル「13章　イーサネット通信(オプション)」

イーサネット(/C10オプション)を使って，データを伝送したりDL1700Eをコントロールできます。

ネットワークドライブへのデータの保存/読み込み
内蔵ストレージメディア/外部のUSBストレージと同じように，ネットワーク上にあるFTP
サーバ*に，波形/設定データを保存/読み込んだり，画面イメージデータを保存できます。

* FTPサーバ機能が動作しているPCやワークステーション

ネットワークプリンタでの印刷
ネットワーク上にあるプリンタに，内蔵プリンタ(オプション)やUSBプリンタと同じように，
画面イメージを印刷できます。

メール送信
定期的にDL1700Eの情報をメールで送信できます。また，GO/NO-GO判定やアクションオン
トリガのアクションとして，トリガ時刻などの情報をメールで送信することもできます。

PCやワークステーションからDL1700Eにアクセス
ネットワーク上にあるFTPクライアント*からDL1700Eにアクセスして，DL1700Eの内蔵スト
レージメディア/外部のUSBストレージのファイルを取り出すことができます。

* FTPクライアント機能が動作しているPCやワークステーション

Webサーバ
DL1700EをWebサーバにできます。DL1700EのWebページを表示して，Webページ上でファ
イル転送，表示波形のモニタ，基本的なDL1700Eの設定操作および波形データの取得の操作
ができます。
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DL1700EDL1700Eを操作してみるを操作してみるDL1700Eを操作してみる
DL1700Eを操作してみる

ここでは，DL1700Eから出力しているプローブ補償信号の観測を例に説明します。

観測する前の準備をする

電源を接続する
ユーザーズマニュアル 「3.3　電源を接続して電源スイッチをON/OFFする」

本機器を安全にご使用いただくために，電源を接続する前に，ユーザーズマニュアルの「3.3　電源を
接続して電源スイッチをON/OFFする」の警告を必ずお読みください。

電源コネクタ

定格電源電圧　　　　：100～120VAC/220～240VAC
電源電圧変動許容範囲：90～132VAC/198～264VAC

定格電源周波数　　　：50/60Hz
電源周波数許容範囲　：48～63Hz

リアパネル

3極コンセント

主電源スイッチ

電源コード(付属品)

保護接地端子

3極-2極変換アダプタ
(付属品：日本国内でのみ使用可)

主電源スイッチをONにする
ユーザーズマニュアル 「3.3　電源を接続して電源スイッチをON/OFFする」

PERIPHERAL

USB

USB

ISM   1-A
N200

MAIN  POWER

100-120V/220-240V  AC
250VA  MAX
50/60HzFUSE250V  T  4A

EXT  CLOCK  IN

EXT  TRIG  IN
TRIG  GATE  IN
    40Vpk  1M

GO/NO-G

PROBE  PO

OUTTL        )

OFF

ON

LINK

ACT

A

MAIN  POWER
OFF ON
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プローブを接続する
ユーザーズマニュアル 「3.4　プローブを接続する」「3.5　プローブの位相補正をする」

本機器を安全にご使用いただくために，プローブを接続する前に，ユーザーズマニュアルの「3.4　プ
ローブを接続する」と「3.5　プローブの位相補正をする」の注意を必ずお読みください。

プローブ
機能接地端子

プローブ補償信号出力端子

フロントパネル

位相調整穴

実際に波形を観測するときは，ユーザーズマニュアルに従って，プローブの位相補正(3.5節)とキャリブレーション(4.6節)を
必ず実行してください。これらを実行しないと，正しく波形を観測できません。

 Note

DL1700Eを操作してみる

電源スイッチをONにする
ユーザーズマニュアル 「3.3　電源を接続して電源スイッチをON/OFFする」

OFF ON電源スイッチ

フロントパネル
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波形を画面に表示する
ここでは，正弦波や方形波などの一般的な繰り返し波形を表示してみるときに便利な，設定の初期化(イニシャライズ)と
オートセットアップについて説明します。

設定を初期化する(イニシャライズ)
ユーザーズマニュアル 「4.4　設定を初期化(イニシャライズ)する」

フロントパネルのキー操作による設定を初期設定(工場出荷時の設定)に戻します。
DL1700Eがお手元に届いてから初めてお使いになる場合は，この操作は必要ありませんが，操作を覚えるためにやって
みてください。この初期化操作は，入力信号に合わせて設定をやり直すときに便利です。

2 *

SETUP

1 SETUPキーを押します。
2 初期化を実行します。

1

・初期化を実行すると，すべてのチャネルの表示がON
になり，START状態になります。

・Initializeのソフトキーで初期化できない項目は，
次のとおりです。
日付/時刻の設定，通信に関する設定，ストアされ
た設定情報，言語設定。

日付/時刻の設定を除くすべての設定を初期化するに
は，次の操作をしてください。
ただし，元に戻せません。
　[RESETキーを押しながら，電源スイッチをON]

 Note

*   初期化直前の状態に戻す場合は，ここを押します。

 オートセットアップをする
ユーザーズマニュアル 「4.5　オートセットアップをする」

入力信号に合わせて，垂直軸，水平(時間)軸，トリガ設定などを自動的に設定します。
とりあえず波形を表示したいときや入力信号がどんな信号なのか不明で設定条件がわからないときに便利です。

SETUP

・オートセットアップを実行すると，信号が入力され
ているチャネルだけが表示ONになります。

・オートセットアップが可能な波形は，次のとおり
です。
周波数：約50Hz以上
入力電圧の絶対値：最大値が20mV(1：1)以上
種類：繰り返し波形(ただし複雑でないもの)

 Note

2 *

1 SETUPキーを押します。
2 オートセットアップを実行します。

1

* オートセットアップ直前の状態に戻す場合は，
ここを押します。

CH1の入力信号

DL1700Eを操作してみる
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波形の表示条件を変える
ここでは，画面の分割表示，垂直軸である電圧軸の感度/垂直ポジション，水平軸である時間軸などの設定を変えるときの
操作について説明します。

画面の分割表示を「Single」にする
ユーザーズマニュアル「8.1　表示フォーマットを変える」

初期設定では，画面が4分割(Quad)になっています。ここでは，CH1だけを観測するので1分割(Single)にします。

2 

1 DISPLAYキーを押します。
2 選択メニューを表示し，Singleを選択します。

CH1の入力信号1DISPLAY

電圧軸感度の設定を「0. 5 V/div」から「0. 2 V/div」に変える
ユーザーズマニュアル「5.2　V/divを設定する」

V DIV

2
電圧軸感度を上げたため，波形の一部が見えなくなります。

CH1の電圧軸感度の設定

1 CH 1キーを押します。
2 V/DIVノブを時計回りに回して，電圧軸感度の設定
 を「0.2V/div」にします。

CH 1 1

DL1700Eを操作してみる
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DL1700Eを操作してみる

波形の全振幅が見えるように垂直ポジションを下げる
ユーザーズマニュアル「5.3　波形の垂直ポジションを設定する」

垂直ポジションを下げたため，波形の全振幅が
表示されるようになります。

グランドレベルマークも移動します。

1 CH 1キーを押します。
2 ジョグシャトルを反時計回りに回して，
Positionを「－2.50div」に設定します。

2 

CH 1 1

時間軸の設定を「200 μs/div」から「100 ms/div」に変える
ユーザーズマニュアル「5.11　T/divを設定する」

時間軸の設定とは，グリッド(格子線)の1div(1目盛り)あたりの時間を設定することをいいます。
時間軸の設定を遅くする(値を大きくする)と，トリガによって表示波形を更新する「更新モード表示」から，波形が画
面の右から左に流れるように表示する「ロールモード表示」に変わります。
ロールモード表示は，周期が長い信号や変化の遅い信号を観測するときに便利です。

ロールモード表示

1 TIME/DIVノブを反時計回りに回して，
 時間軸の設定を「100 ms/div」にします。

TIME/DIV

1
時間軸設定
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時間軸の設定を「100 ms/div」から「500 μs/div」に変える
ユーザーズマニュアル「5.11　T/divを設定する」

「ロールモード表示」から「更新モード表示」に戻り，5周期分の波形が表示されます。

2 ジョグシャトルを反時計回りに回して，ト
リガポジションを「30.0%」に設定します。

 波形が2div左に移動して表示されます。

1 POSITIONキーを押します。

2 * * *

1

トリガポジションマーク
プリトリガ部 ポストトリガ部

トリガ点

POSITION

* 10% ，50%，90%に設定する場合は，対応
するソフトキーを押して設定することもでき
ます。

DL1700Eを操作してみる
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トリガ設定を変える
取り込まれた測定信号の波形のうち，どの時点の波形を表示するのかを決めるのが，トリガ設定です。
主なトリガ設定には，次のものがあります。

トリガの種類
大きく分けて，シンプルトリガとエンハンストトリガがあります。詳細については，本書の12ページをご覧ください。

トリガソース
設定されたトリガ条件の対象となる信号をトリガソースといいます。

トリガスロープ
低いレベルから高いレベルになる(立ち上がり)，または高いレベルから低いレベルになる(立ち下がり)というような信号の動きを
スロープといいます。このスロープをトリガ成立条件の1つの項目とするときに，トリガスロープといいます。トリガソースのス
ロープがトリガレベルを通過した時点をエッジといいます。

トリガレベル
トリガソースが，あるレベルを通過したときトリガがかかるという場合，このレベルをトリガレベルといいます。エッジトリガ(本
書の12ページ参照)のようなシンプルなトリガでは，トリガソースのレベルが，あらかじめ設定したトリガレベルを通過すると，
トリガがかかります。

トリガモード
どのような条件(タイミングや回数)で表示波形を更新するのかがトリガモードです。オートセットアップを実行すると，オート
(Auto)モードに設定されます。トリガモードには，5種類あります。詳細については，ユーザーズマニュアルの 「6.1　トリガモー
ドを選択する」をご覧ください。

トリガポジション
波形の取り込みをスタートすると，設定したトリガ条件でトリガがかかり，アクイジションメモリに取り込まれた波形が表示され
ます。トリガポジションを画面上で移動することで，トリガがかかったとき(トリガ点)よりも前のデータ(プリデータ)とあとのデー
タ(ポストデータ)の表示の割合を変えることができます。初期設定は，50.0%(画面中央)です。

設定を初期化したりオートセットアップを実行すると，トリガの種類はシンプルトリガ(トリガソース：CH1のエッジトリ
ガ)に設定されます。エッジトリガは，1つの入力信号の立ち上がり/立ち下がり/その両方のエッジでトリガをかけます。
ここでは，トリガの種類をエッジトリガのままにして，トリガスロープ，トリガモード，トリガポジションを変えるとき
の設定操作について説明します。

トリガスロープを「立ち上がり」から「立ち下がり」に変える
ユーザーズマニュアル「6.5　エッジトリガをかける(SIMPLE)」

立ち下がりでトリガがかかります。

トリガレベルマーク

1 SIMPLEキーを押します。
2 選択メニューを表示し，　（立ち下がり）を
 選択します。

2 

トリガ点
SIMPLE 1
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トリガポジションを「2div」左に移動する
ユーザーズマニュアル「6.2　トリガポジションを設定する」

波形が2divだけ左に移動し，トリガがかかったあとの波形部分（ポストトリガ部）が多く見えるようになります。

2 ジョグシャトルを反時計回りに回して，ト
リガポジションを「30.0%」に設定します。

 波形が2div左に移動して表示されます。

1 POSITIONキーを押します。

2 * * *

1

トリガポジションマーク
プリトリガ部 ポストトリガ部

トリガ点

POSITION

* 10% ，50%，90%に設定する場合は，対応
するソフトキーを押して設定することもでき
ます。

トリガモードを「Auto」から「Single」に変える
ユーザーズマニュアル「6.1　トリガモードを選択する」

シングル(Single)モードでは，トリガがかかると，1回だけ波形の表示を更新し，波形の取り込みをストップします。
このシングルモードは，単発信号の観測に適しています。

1 MODEキーを押します。
2 Singleを選択します。

2 

波形の取り込みがストップすると，「Running」から「Stopped」に変わります。

MODE 1
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カーソルの種類
X-Y波形を表示していない場合
水平カーソル カーソル位置のY軸値を測定します。
垂直カーソル カーソル位置のX軸値とY軸値を測定します。
マーカーカーソル 波形のX軸値とY軸値を測定します。波形上をマーカーカーソルが移動します。M1(マーカー1)～M4(マー

カー4)は，別々の波形上に設定できます。
角度カーソル 時間軸を角度に換算して測定します。X軸上で，測定の基準になるゼロ点(基準カーソルRef1の位置)と終点

(基準カーソルRef2の位置)を決め，Ref1とRef2の幅の角度(基準角度)を設定します。設定した基準角度か
ら，2本の角度カーソル(Cursor1とCursor2)の位置を角度に換算して測定します。

X-Y波形を表示している場合
水平カーソル カーソル位置のY軸値を測定します。
垂直カーソル カーソル位置のX軸値を測定します。

マーカーカーソル 波形のX軸値とY軸値を測定します。波形上をマーカーカーソルが移動します。

DL1700Eを操作してみる

波形を測定する
ここでは，垂直カーソルを使って，表示波形の電圧や周期を測定するときの操作について説明します。このカーソル測定
のほかに，パルス波形などを測定するのに便利な波形パラメータの自動測定機能や演算機能などもあります。

垂直カーソルで電圧を測定する
ユーザーズマニュアル「10.5　カーソル測定する」

カーソルがある位置の電圧(Y軸値)と時間(X軸値)が波形表示枠内の下部に表示されます。

1 CURSORキーを押します。
2 選択メニューを表示し，Verticalを選択します。
3  ジョグシャトルの対象をCursor1にします。
4 ジョグシャトルを回して，Cursor1を移動しま
す。

5 Cursor2も同様に移動します。
ジョグシャトルの対象をCursor1/Cursor2の両
方にすると，2つのカーソルを同時に移動でき
ます。

2 3，4，5

Cursor1 Cursor2

X1
X2
∆X
1/∆X
Y1
Y2
∆Y

：Cursor1のX軸値
：Cursor2のX軸値
：Cursor1とCursor2のX軸値の差
：Cursor1とCursor2のX軸値の差の逆数
：Cursor1と波形の交点のY軸値
：Cursor2と波形の交点のY軸値
：Cursor1とCursor2のY軸値の差

CURSOR 1

 Note
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波形を時間軸方向にズームする
ここでは，時間軸方向に表示波形の一部を拡大表示するときの操作について説明します。

ズーム率を設定する
ユーザーズマニュアル「8.4　波形をズームする」

通常波形と2箇所のズーム波形を同時に表示できます。ズーム波形表示時には，通常波形表示枠内にズーム位置を示す
ズームボックスが表示されます。

ズーム波形Z1の表示枠

ズーム波形Z2の表示枠

1 ZOOMキーを押します。
2 Main&Z1&Z2を選択します。
3 ジョグシャトルの対象をZ1 Magにします。
4 ジョグシャトルを回して，Z1のズーム率を設
定します。

5 Z2 Magも同様に設定します。
ジョグシャトルの対象をZ1 Mag/Z2 Magの両方
にすると，Z1/Z2のズーム率を同時に設定でき
ます。

2 3，4，5

ズームボックスZ2
ズームボックスZ1通常波形表示枠

ZOOM 1

ズーム位置を変える
ユーザーズマニュアル「8.4　波形をズームする」

ズームボックスを目安にして，ズーム位置を移動します。

1 ZOOMキーを押します。
2 Main&Z1&Z2を選択します。
3 ジョグシャトルの対象をZ1 Positionにします。
4 ジョグシャトルを回して，Z1ズームボックスを
移動します。

5 Z2 Positionも同様に設定します。
ジョグシャトルの対象をZ1 Position/Z2 Positionの両
方にすると，Z1/Z2のズームボックスを同時に移
動できます。

2 3，4，5

ズームボックスZ2
ズームボックスZ1

ZOOM 1
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波形を印刷/保存する
ここでは，表示波形を内蔵プリンタ(/B5オプション)で印刷する操作やストレージメディアに保存する操作について説明し
ます。USBプリンタやネットワークプリンタ(/C10オプション)での印刷も可能です。
また，内蔵するストレージメディア(フロッピーディスク/ PCカード(どちらかを購入時に選択))へのデータの保存ができま
す。外部のUSBストレージやネットワークドライブ(/C10オプション)への保存もできます。

画面イメージを内蔵プリンタで印刷する
ユーザーズマニュアル「11.2　内蔵プリンタ(オプション)で印刷する」

画面表示されているそのままのイメージで波形を印刷します。印刷する前に，ユーザーズマニュアルの「11.1節」に
従って，内蔵プリンタにロール紙を取り付けてください。

1 COPYキーを押します。
印刷が実行されます。

出力例

 Note
SHIFTキーを押してから，COPYキーを押すと，COPY
メニューが表示されます。
このオペレーションガイドの操作では，設定する必
要はありませんが，プリント先（内蔵プリンタ/USBプ
リンタ/ネットワークプリンタ），出力形式，画面イメ
ージデータの下部に印刷できるコメントなどを設定
できます。

COPYメニュー

COPY 1

画面イメージデータをストレージメディアに保存する
ユーザーズマニュアル「12.9　画面イメージデータを保存する」

画面表示されているそのままのイメージのデータをストレージメディアに保存します。

＋

ストレージメディアのドライブ名
詳細は，本書の47ページを
ご覧ください。

1 SHIFTキーを押したあと，IMAGE SAVEキーを
押します。

2 選択メニューを表示し，出力形式を選択しま
す。

3 カラーを選択します。
（操作2でPostScript以外を選択した場合）

4 File Listを表示します。
5 ジョグシャトルを回して，保存先のメディア
を選択します。

6 SELECTキーを押して，選択を確定します。
7 再度，IMAGE SAVEキーを押します。
保存が実行されます。

2 3 4 

5, 6

SHIFTキーを押すと，点灯します。

IMAGE   SAVESHIFT

1

7
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波形データをストレージメディアに保存する
ユーザーズマニュアル「12.5　波形データを保存する/読み込む」

画面表示されている波形のデータをストレージメディアに保存します。保存を実行すると，保存対象の波形の垂直軸/
水平軸/トリガの設定情報も保存されます。

Saveメニュー

ストレージメディアのドライブ名
詳細は，本書の47ページを
ご覧ください。

2 3 4 このオペレーションガイドの操作では，
設定する必要はありませんが，必要に
応じて設定します。

7

5, 6

1 FILEキーを押します。
2 Waveform（波形データ）を選択します。
3 Saveメニューを表示します。
4 File Listを表示します。
5 ジョグシャトルを回して，保存先のメディア
 を選択します。

6 SELECTキーを押して，選択を確定します。
7 保存を実行します。

FILE 1

画面イメージデータのサムネイル表示
ユーザーズマニュアル 「12.10　保存した画面イメージデータをサムネイル表示する」

保存した画面イメージデータを画面上にサムネイル表示(画面イメージを縮小・簡略化して表示)できます。
保存したデータの内容の確認に便利です。

FILEメニュー/IMAGEメニューで，File Listから
ファイルを選択して，SELECTキーを押します。

サムネイル

IMAGEメニューで，Thumbnailのソフトキーを
押します。

サムネイル
一覧表示

●便利な機能●

DL1700Eを操作してみる
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各設定メニューのポイント

各設定メニューのポイント各設定メニューのポイント各設定メニューのポイント
各メニューの詳細については， で示したユーザーズマニュアルの各章または各節をご覧ください。

CH1～CH4(2)

A チャネルON/OFF　5.1節

B ポジション　5.3節
 波形の垂直ポジションの設定ができます。

C 入力カップリング　5.4節
  入力信号を垂直軸回路に結合するときの方式をACまたはDCの
どちらにするのかを選択します。また，グランドレベルを確
認するときはGNDを選択します。

D プローブの減衰比/電流-電圧換算比　5.5節
  使用するプローブの種類に合わせて電圧プローブの減衰比また
は電流プローブの出力レートを選択します。

E オフセット　5.6節
 所定の電圧を打ち消すことにより，信号の変化だけをより高い
電圧軸感度で観測できる，オフセット電圧を設定します。

F 帯域制限　5.8節
  入力信号から除去する高周波成分の周波数帯域を選択します。

～

A B C D E F

G バリアブル　5.2節
 V/divノブによる設定よりも細かいステップでV/div(A/div)を
設定したり，波形取り込み後の表示波形を垂直軸方向に拡
大/縮小できます。

H リニアスケーリングON/OFF　5.9節
 測定値をスケール変換するときの変換方法を設定します。
スケール変換しないときはOFFに設定します。

I 波形ラベル名　8.9節
 波形ラベル名を8文字以内で任意に設定できます。

G H I

CH 1 CH 4
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各設定メニューのポイント

SETUP

●オートセットアップが可能な波形
次の波形がオートセットアップ可能です。
周波数 ：約50Hz以上
入力電圧の絶対値 ：プローブの減衰比が1：1のとき，

約20mV以上
種類 ：繰り返し波形（ただし複雑でな

いもの）

 Note

A イニシャライズの実行　4.4節
 各設定を工場出荷時の状態に戻します。

B オートセットアップの実行　4.5節
 V/div，T/div，トリガレベルなどの設定を入力信号に適した
値に自動的に設定します。

C ストア/リコール　12.1節
 ストア/リコールします。

D イニシャライズの取り消し
 
E オートセットアップの取り消し

A B C D E

SETUP

ACQ

A 設定レコード長　7.2節
アクイジションメモリに取り込むデータ数を選択します。
（10k＝10000点）

B アクイジションモード　7.5節
アクイジションメモリに波形データを取り込むときの処理方
法をNormal，Envelope，Average，Box Avgから選択します。

C 取り込み回数　7.5節
アクイジションメモリに波形データを取り込む回数を設定し
ます。

D インタリーブモード　7.3節
 偶数チャネルのメモリを奇数チャネルのメモリに割り当てて
通常の倍のメモリを利用するときは，ONを選択します。

E 等価時間サンプリングモード　7.4節
  等価時間サンプリングにするか，しないかを選択します。

F タイムベース　5.10節
波形データをサンプリングするときの周期の基準になるクロッ
ク信号を内部のものにするか，外部入力のものにするかを選択
します。

A B C D E F

●アクイジションモード
・Normal
このモードでは，特別なデータ処理を行わずに
サンプリングデータをアクイジションメモリに
取り込みます。
・Envelope
最高サンプルレートでサンプリングを行って，
ノーマルモード設定のサンプルレートの2倍の時
間間隔で測定値の最大値/最小値を求めて，それ
らをペアにしてアクイジションメモリに取り込
みます。
・Average
波形データを単純平均または指数化平均し，そ
のデータをアクイジションメモリに取り込んで，
波形を表示します。
・Box Avg
最高サンプルレートでサンプリングしたデータの
移動平均値を求め，そのデータをアクイジション
メモリに取り込み，表示します。

 Note

ACQ
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PRESET

A プリセットの対象チャネル　5.7節
 プリセットを設定するチャネルをAll，CH1～CH4(2)から選
択します。

B プリセットのタイプ
 使用するプリセットのタイプをCMOS(5V)，CMOS(3.3V)，
ECL，Userから選択します。

C プローブの減衰比/電流-電圧換算比
  使用するプローブの種類に合わせて電圧プローブの減衰比
または電流プローブの出力レートを選択します。

D V/divの値
 プリセットのタイプにUserを指定した場合，V/divの値を設
定できます。

E オフセット　
  プリセットのタイプにUserを指定した場合，垂直方向に波
形をズーム/ワイド表示するときのオフセット電圧を設定で
きます。

F トリガレベル 
 プリセットのタイプにUserを指定した場合，トリガスロー
プの通過レベルを設定できます。

G プリセットの実行  

 Note
●プリセット後の設定内容
次の4種類のプリセットのタイプがあります。
・CMOS(5V)
入力カップリング：     DC1MΩ
トリガカップリング： DC
V/div：                              2V/div
オフセット電圧：          0V    
トリガレベル：              2.5V

・CMOS(3.3V)
入力カップリング：     DC1MΩ
トリガカップリング： DC
V/div：                              1V/div*
オフセット電圧：          0V    
トリガレベル：              1.65V

・ECL
入力カップリング：     DC1MΩ
トリガカップリング： DC
V/div：                              200mV/div*
オフセット電圧：          －1.3V    
トリガレベル：              －1.3V

・User
入力カップリング：     DC1MΩ
トリガカップリング： DC
V/div：                              任意
オフセット電圧：          任意    
トリガレベル：              任意
* プローブの減衰比が1000：1のときは，2V/div　
(2A/div)になります。

A B C D E F G

PRESET
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各設定メニューのポイント

SIMPLE

A トリガソース　6.5～6.7節
 入力信号（CH1～CH4(2)，外部入力信号（Ext），電源信号
 （Line）からトリガの対象を選択します。

B トリガレベル
 トリガスロープの通過レベルを設定します。
 
C トリガスロープ  
立ち上がり，立ち下がり，立ち上がり/立ち下がりの両方の
中からトリガをかけるスロープを選択します。

D トリガカップリング  
トリガソース信号からDC成分を除去したものをトリガ信号
にするときはAC，トリガソース信号をそのままトリガ信号
にするときはDCを選択します。

E HFリジェクション  
トリガソース信号から高周波成分(約15kHz以上または
20MHz以上の周波数成分)を除去した信号をトリガ信号にす
るときに設定します。

F トリガヒステリシス  
トリガレベルに幅を持たせて，小さな変動ではトリガがか
からないようにするヒステリシスの幅を選択します。

G ホールドオフ　6.4節  
トリガの検出動作を一時的に休止する期間を設定します。

A B C D E F G

●トリガスロープとトリガレベル

●トリガヒステリシス

 Note

トリガレベル

トリガスロープが立ち上がり（　）の場合，
ここでトリガがかかります。

ここでトリガがかかります。

ヒステリシスの幅

SIMPLE
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_image_fi le  {   begin  {  

ENHANCED

A トリガタイプ　6.8～6.14節
 エンハンストトリガのタイプを選択します。

B パターン設定
 選択したトリガタイプに応じてトリガをかけるための信号パ
ターン設定します。

C トリガレベル/トリガカップリング
 トリガレベル，トリガヒステリシス，トリガカップリング，
HFリジェクションを設定します。

D 条件Bの成立回数
 条件Bの成立回数を1～108回から選択します。

E ホールドオフ　6.4節
 トリガの検出動作を一時的に休止する期間を設定します。

A B C D E

●エンハンストトリガの種類
・A→B(N)
条件Aが成立したあと，条件BがN回成立したときに
トリガをかけます。
・A Delay B
条件Aが成立してから設定した時間だけ経過したあと，
最初に条件Bが成立したときにトリガをかけます。
・Pattern
複数のトリガソースに設定した条件がすべて成立/不
成立のときにトリガをかけます。
・Width
条件が成立/不成立の時間が，あらかじめ設定した判
定時間より長いか短いかを判定して，トリガをかけ
ます。
・OR
複数のトリガソースのトリガ条件のうち，どれか1つ
が成立したときにトリガをかけます。
・Window
設定した2つのレベルの中にトリガソースが入るか，
出るかでトリガをかけます。
・TV
CH1に入力されたビデオ信号でトリガをかけます。

 Note

ENHANCED
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各設定メニューのポイント

MODE(ACTION)

A オートモード　6.1節
 タイムアウト時間（約100ms）内にトリガ条件が成立する
と，トリガ発生ごとに表示波形を更新します。タイムアウ
ト時間を過ぎてもトリガ条件が成立しないときは，表示波
形を自動更新します。

B オートレベルモード　6.1節
 タイムアウト時間（約1s）内では，オートモードと同じ動作
で波形を表示します。タイムアウト時間が過ぎてもトリガ
がかからなかったときは，トリガソースの振幅の中央値を
検出し，トリガレベルを自動的に中央値に変更してトリガ
をかけ，表示波形を更新します。

C ノーマルモード　6.1節
 トリガ条件が成立したときだけ表示波形を更新します。

D シングルモード　6.1節
  トリガ条件が成立すると，1回だけ表示波形を更新し，波形
の取り込みをストップします。

E シングル（N）モード　7.6節
 トリガ条件が成立すると，波形の取り込みを指定した回数
分繰り返して，ストップします。取り込み終了後，全波形
を表示します。このモードでは，指定した回数だけ波形取
り込みが終了するまで波形表示などの処理をしないので，
波形を取り込む間隔を最小にすることができます。

F シングル（N）回数　7.6節
  シングル（N）モード時の波形取り込み回数を設定します。

A B C D E F

●オートレベルモード

●シングル（N）モード

 Note

振幅の1/2

振幅の1/2
トリガ
レベル 振幅

1回目の
アクイジション

2回目の
アクイジション

N回目の
アクイジション

ACTION

MODE
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A 警告音　6.15節
 トリガがかかるたびに警告音を鳴らすときは，ONを選択し
ます。

B 波形データの保存
 FILEメニューで指定した保存先に，波形データを保存します。

C 画面イメージデータの印刷
 指定したプリンタで画面イメージデータを印刷します。

D 画面イメージデータの保存
 IMAGE SAVEメニューで指定した保存先に，画面イメージデー
タを保存します。

E 動作回数
 アクションオントリガの動作回数を1～65536，Infiniteから
選択します。

F メール送信
 指定したアドレスにメールを送信します。メールを送信す
る回数を指定できます。

G アクションオントリガの実行

A B C D E GF

＋SHIFT

ACTION

MODE
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各設定メニューのポイント

POSITION(DELAY)

A トリガポジション　6.2節
 トリガポジションを表示レコード長の何％の位置にするか
を0～100％の範囲で設定します。

B 10％位置へ
 表示レコード長の10％位置にトリガポジションを設定しま
す。

C 50％位置へ
 表示レコード長の50％位置にトリガポジションを設定しま
す。

D 90％位置へ
  表示レコード長の90％位置にトリガポジションを設定しま
す。

A B C D

●トリガポジション

 Note

表示レコード長

トリガポジション

プリトリガ部 ポストトリガ部
0% 100%

DELAY

POSITION

A トリガディレイ　6.3節
 トリガがかかってから所定時間経過後の波形を表示すると
きの遅延時間を設定します。

* トリガディレイをms，µs，ns，psの単位ごとに設定することもで
きます。

* * * * A

●トリガディレイ
　下図の遅延時間を設定します。

 Note

遅延時間

トリガ点

T（トリガポジション）

DELAY

POSITION＋SHIFT
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各設定メニューのポイント

DISPLAY(X-Y)

A 表示フォーマット　8.1節
 画面を分割して波形を表示するときの設定です。Single（分
割なし），Dual（2分割），Triad（3分割），Quad（4分割）*1，
Hexa（6分割）*1から選択します。

B 表示補間　8.2節
 時間軸方向の10divに500点未満しかデータがない補間領域*2
では，サンプリングしたデータ間がつながらないので，デー
タ間を補間して波形を表示します。直線補間，サイン補間，
パルス補間，補間OFFから選択できます。

C グラティクル（目盛り）　8.7節
 用途に応じて目盛りの表示のしかたを3種類から選択します。

D スケール値表示ON/OFF　8.8節
 各チャネルの垂直軸および水平軸のスケール値の表示の
ON/OFFを選択します。

E 波形ラベル名ON/OFF　8.9節
 波形ラベル名表示のON/OFFを選択します。

F アキュムレート（重ね描き表示）　8.3節
 古い波形の表示時間を波形更新周期より長くし，古い波形
を残したまま新しい波形を重ね描きできます。各チャネル
の表示色1色で重ね描きするときはPersist，データの頻度情
報を持たせた8色で重ね描きするときはColorを選択します。

G 半透過モード表示ON/OFF　8.10節
 ONを選択すると，ポップアップメニューが半透過表示にな
ります。

H 波形の割り付け　8.1節
 分割画面での入力チャネルの割り当て方法を設定します。
Auto（自動），Fixed（番号順），User（任意）から選択します。

A B C D E F

G H

●補間領域のときの補間

 Note

OFF PulseSine Line

X - Y
DISPLAY

*1    DL1720Eには，QuadとHexaはありません。
*2    Main&Z1&Z2の場合のZ1とZ2は，10divに250点未満しかデータがない場合
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A 波形表示形式　8.5節
 T-Y＆X-Y（通常波形とX-Y波形の両方），X-Y（X-Y波形だけ），
T-Y（T-Y波形だけ）の中から選択します。

B  X軸モード*
 X軸トレースを共通にしてY軸は表示ONのすべての波形を表
示する（Single）か，XY1とXY2のX軸トレースとY軸トレース
を個別に設定して表示する（Dual）かを選択します。

C X-Y波形選択*
 XY1またはXY2から設定対象を選択します

D X-Y波形の表示ON/OFF*
 選択したX-Y波形を表示するかしないかを選択します。

E X軸のチャネル選択
 X軸に割り当てるチャネルを選択します。

F Y軸のチャネル選択
 Y軸に割り当てるチャネルを選択します。

G X-Y波形表示範囲
 X-Y波形表示対象範囲をT-Y波形表示のY軸の範囲（－5～＋
5div）で指定します。

A B C D E F G

●X-Y波形表示時の注意
・T-Y＆X-Y表示時のT-Y波形の分割表示は，
DISPLAYメニューのFormatに従います。

・ズーム機能は，T-Y波形表示だけが対象になりま
す。また，T-Y波形は，Main，Z1，Z2のどれか1
つを表示します。

・X-Y波形の表示位置を変更する場合は，各チャネ
ルのポジションを変更してください。

 Note

・下図は，波形表示形式にT-Y＆X-Yを選択したときのメニューです。

X - Y
DISPLAY＋SHIFT

*     DL1720Eには，これらのメニューはありません。
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各設定メニューのポイント

GO/NO-GO

A GO/NO-GO判定モード　10.9節
 波形ゾーン（Zone）を選択します。

B 判定ゾーンの作成
 基本波形の選択，判定ゾーンの作成/編集，ゾーンの登録を
行います。

C 判定条件
 対象波形，判定基準，ゾーン番号，判定論理の選択，アク
ション条件，判定後の動作などを設定します。

D 判定区間
 時間軸方向で判定する範囲を限定するときに，判定開始点
と判定終了点を設定します。

E 判定の実行

A GO/NO-GO判定モード　10.10節
 波形パラメータの測定値（Parameter）を選択します。

B 判定条件
 対象波形，判定基準，パラメータの選択，パラメータの上
限値/下限値アクション条件，判定後の動作などを設定しま
す。

C 判定区間
 時間軸方向で判定する範囲を限定するときに，判定開始点
と判定終了点を設定します。

D 判定の実行

A B C D E

A B

●GO/NO-GO判定モードの種類
電子機器生産ラインの信号検査や，異常現象の追
跡などに便利な機能です。波形があらかじめ設定
した範囲内に入っているかいないかを判定し，NO-
GO*の判定の場合に所定のアクションをします。判
定のしかたには，次の2種類の方法があります。
・Zone
基準波形を元にゾーンを作成して，そのゾーン
から波形が外に出たかまたはゾーンの中に入っ
たかで，GO/NO-GO判定をします。

・Parameter
波形パラメータの自動測定値の上下限値を設定
して，その範囲内になったか，または範囲外に
なったかで，GO/NO-GO判定をします。

　*  条件が成立した場合をNO-GOとしています。

 Note

・下図は，GO/NO-GO判定モードに波形パラメータの測定値を選択したときのメニューです。

・下図は，GO/NO-GO判定モードに波形ゾーンを選択したときのメニューです。

C D

●NO-GO判定後の動作
・警告音（Buzzer）
警告音を鳴らします。

・波形データの保存（Save to File）
FILEメニューで指定した保存先に，波形データ
をバイナリ，ASCII，フローティングのいずれか
の形式で保存します。

・画面イメージデータの印刷（Hard Copy）
COPYメニューで指定したプリンタで，画面イメー
ジデータを印刷します。

・画面イメージデータの保存（Image Save）
IMAGE SAVEメニューで指定した保存先に，画面
イメージデータを保存します。

・メール送信（Send Mail）
 指定したアドレスにメールを送信します。
（/C10オプション）

 Note

GO/NO-GO
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MEASURE

A 波形パラメータ自動測定ON/OFF　10.6節
 波形パラメータの自動測定をする場合はONを選択します。

B 測定項目
 自動測定したい測定項目と対象波形を選択します。

C ディレイ
 チャネル間ディレイ測定に関する設定をします。

D 1サイクルモードON/OFF
 波形の周期を求め，その1周期内で垂直軸や面積に関する測
定値を算出するか，しないかを選択します。RmsやAvgなど
の測定項目に有効です。

E 測定範囲
 波形パラメータの自動測定を行う時間軸方向の範囲を設定
します。

F Distal/Mesial/Proximalの対象波形
 波形パラメータの自動測定の基準になる
Distal/Mesial/Proximalの各値を求める波形を選択します。

G Distal/Mesial/Proximalの単位
 ％か，電圧値かを選択します。

H Distal値
 ％または電圧値でDistal値を設定します。

I Mesial値
 ％または電圧値でMesial値を設定します。

J Proximal値
 ％または電圧値でProximal値を設定します。

K High/Lowレベル
 HighレベルとLowレベルの設定のしかたを選択します。振
幅の高い方のレベルをHigh，低い方のレベルをLowに設定
するAutoと，最大値（MAX値）をHigh，最小値（MIN値）を
Lowに設定するMAX-MINのどちらかを選択します。

A B C ED

F G

・下図は，モードに波形パラメータの自動測定(ON)を選択したときのメニューです。

J KH I

●電圧軸に関する測定項目

●時間軸に関する測定項目

 Note

P-P

Max

Min

High

Low

＋OvrShoot

－OvrShoot

＋Width －Width
Period

Distal（90%）

Mesial（50%）

Proximal（10%）

Rise Fall

High（100%）

Low（0%)

MEASURE



IM 701730-0240

各設定メニューのポイント

A 統計処理の種類　10.7節
 通常の統計処理を選択する場合はStatistics，1周期ごとの測
定/測定範囲内での統計処理をする場合はCycle Statistics，
ヒストリ波形の測定/統計処理をする場合はHistory Statistics
を選択します。

B 測定項目
 統計処理をしたい測定項目と対象波形を選択します。

C サイクルトレース*1
 周期を決める対象波形を選択します。

D 結果の一覧表示*2
 選択した自動測定項目の測定結果を一覧表示します。

E 統計処理の実行*3

F 測定範囲
 統計処理を行う時間軸方向の範囲を設定します。

G Distal/Mesial/Proximalの対象波形
 波形パラメータの自動測定の基準になる
Distal/Mesial/Proximalの各値を求める波形を選択します。

H Distal/Mesial/Proximalの単位
 ％か，電圧値かを選択します。

I Distal値
 ％または電圧値でDistal値を設定します。

J Mesial値
 ％または電圧値でMesial値を設定します。

K Proximal値
 ％または電圧値でProximal値を設定します。

L High/Lowレベル
 HighレベルとLowレベルの設定のしかたを選択します。振
幅の高い方のレベルをHigh，低い方のレベルをLowに設定
するAutoと，最大値（MAX値）をHigh，最小値（MIN値）を
Lowに設定するMAX-MINのどちらかを選択します。

A B C FED

G H

・下図は，モードに1周期ごとの測定/測定範囲内での統計処理(Cycle Statistics)を選択したときのメニューです。

K LI J
 Note

●統計処理
波形パラーメータの自動測定値に対して，統計処
理を行います。2つの自動測定項目の測定値に対し
て，次の5項目を統計処理して表示します。
・Max：最大値
・Min：最小値
・Avg：平均値
・Sdv：標準偏差
・Cnt：統計処理の対象にした自動測定値の数
統計処理には，次の3とおりの方法があります。
・通常の統計処理
波形を取り込みながら，それまで取り込んだす
べての波形に対して統計処理を行います。

・1周期ごとの測定/測定範囲内での統計処理
指定した測定範囲内で，波形の1周期ごとに波形
パラメータの自動測定を行います。

・ヒストリ波形の測定/統計処理
ヒストリメモリ機能を使って取り込んだ波形を
対象に自動測定項目を測定し，統計処理を行い
ます。時間の古い波形から統計処理を行います。

MEASURE
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CURSOR

A カーソルの種類　10.5節
 H(Horizontal)カーソル，V(Vertical)カーソル，マーカー(Marker)
カーソル，角度(Degree)カーソル*の中から選択します。

B 対象波形
 カーソル測定の対象波形を選択します。

C カーソル移動
 2つのVカーソルの位置を設定します。

D カーソルのジャンプ
 カーソルをジャンプ移動させるときのジャンプの種類を選択
します。

E カーソルジャンプ実行

A カーソルの種類　10.5節
 H(Horizontal)カーソル，V(Vertical)カーソル，マーカー(Marker)
カーソル，角度(Degree)カーソル*の中から選択します。

B マーカーの選択
 移動対象のマーカーを選択します。

C 対象波形
 カーソル測定の対象波形を選択します。

D マーカー移動
 マーカーの位置を設定します。

E マーカーのジャンプ
 マーカーをジャンプ移動させるときのジャンプの種類を選択
します。

F マーカージャンプ実行

A B C ED

A B

・下図は，カーソルの種類にVカーソルを選択したときのメニューです。

E FC D

・下図は，カーソルの種類にマーカーカーソルを選択したときのメニューです。

●カーソルの種類
・H（Horizontal）カーソル
X軸（水平軸）と平行に2本の破線（Hカーソル）が
表示され，各Hカーソルの電圧値と，Hカーソル
間の電圧差を測定します。

・V（Vertical）カーソル
Y軸（垂直軸）と平行に2本の破線（Vカーソル）が
表示され，トリガポジションから各Vカーソルま
での時間と，Vカーソル間の時間差を測定します。
また，各カーソル位置の信号の電圧値とカーソ
ル間の電圧差を測定します。

・マーカー（Marker）カーソル
指定した波形上に4つのマーカーが表示され，各
マーカーの電圧値・トリガポジションからの時
間と，マーカー間の電圧差・時間差を測定します。

・角度（Degree）カーソル
測定の基準になるゼロ点と終点との幅に相当す
る角度を基準にして，2本の角度カーソルの角度
を測定します。

 Note

CURSOR

* X-Y波形を表示しているときは，角度(Degree)カーソルはありません。

* X-Y波形を表示しているときは，角度(Degree)カーソルはありません。
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MATH

A 演算波形M1の表示のON/OFF　9章
 M1を表示するかしないかを選択します。

B M1の演算設定
 演算の定義，演算対象チャネル，スケーリング，単位，ス
ムージングなどの設定を行います。

C M1のラベル名
 ラベル名を設定します。

D 演算波形M2の表示のON/OFF
 M2を表示するかしないかを選択します。

E M2の演算設定
 演算の定義，演算対象チャネル，スケーリング，単位，ス
ムージングなどの設定を行います。

F M2のラベル名
 ラベル名を設定します。

A B C FED

●波形演算例

 Note

＋演算波形

－演算波形

演算対象波形

演算波形

演算対象波形

演算波形

PHASE
MATH
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HISTORY

A 表示波形の選択　10.1節
 アクイジションメモリに取り込まれている過去の波形デー
タ(ヒストリ波形)の中から表示する波形を指定します。

B 波形の表示形式　10.1節
 波形データの表示形式をOneまたはAllから選択します。

C 開始レコード/終了レコード　10.1節
 表示するヒストリ波形の対象範囲を設定します。

D ヒストリマップの一覧表示　10.1節
 アクイジションメモリに取り込まれた波形データの番号と
取り込み終了時刻を一覧表示します。

E サーチモード　10.2，10.3節
 ヒストリ波形の中から，設定したサーチゾーンを通過した波
形または通過しなかった波形をサーチするときはZone(ゾー
ンサーチ)，設定したパラメータの条件を満たす波形または
満たさなかった波形をサーチするときはParameter(波形パラ
メータサーチ)を選択します。

F ヒストリサーチの条件　10.2，10.3節
 ゾーンサーチの条件(サーチゾーン，サーチ対象波形，サー
チ状態，サーチ範囲など)，または波形パラメータサーチの
条件(サーチパラメータ，サーチ対象波形，サーチ状態，サー
チロジック，サーチ範囲など)を設定します。

G ヒストリサーチの実行　10.2，10.3節

A B C ED GF

●波形の表示形式
・One
Start Rec/End Recで指定した範囲内の波形の中
から，Select Recordで指定した波形だけを表示
します。

・All
Start Rec/End Recで指定した範囲内の全波形を
重ね描き表示します。

●ゾーンサーチ

●波形パラメータサーチ

 Note

ヒストリ波形

Selected Record No. －28

Selected Record No. 0

P-P

この部分を検出

P-P

サーチパラメータ：P-P
サーチパラメータに対する
サーチ対象波形の状態：OUT

サーチ範囲

ヒストリ波形

Selected Record No. 0

Selected Record No. －25

サーチゾーン

HISTORY
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ZOOM(SEARCH)

A ズーム波形の表示方法の選択　8.4節
 通常波形と2つのズーム波形（Z1，Z2）をどのように表示す
るかを選択します。

B ズーム波形の表示フォーマット
 画面を分割して波形を表示するときの設定です。Main，
Single（分割なし），Dual（2分割），Triad（3分割），Quad（4分
割）*，Hexa（6分割）*の中から選択します。

C ズーム対象波形の選択
 ズーム表示する波形を選択します。表示がOFFになってい
る波形は選択できません。

D ズーム率
 Z1またはZ2の各ズーム表示のズーム率（T/div）を設定しま
す。

E ズーム位置
 波形表示枠の中心を0divとして，ズーム中心位置（ズームボッ
クスの中央）を－5～＋5divの設定範囲で設定します。

F 波形パラメータの自動測定範囲の変更
 波形パラメータの自動測定範囲をZ1のズーム範囲に合わせ
ます。

G 波形パラメータの自動測定範囲の変更
 波形パラメータの自動測定範囲をZ2のズーム範囲に合わせ
ます。

*  DL1720Eには，QuadとHexaはありません。

A B C ED GF

●ズーム波形の表示方法の選択
下記から選択します。
・Main 
通常波形だけを表示

・Z1 Only
ズームボックスZ1の波形だけをズーム表示

・Z2 Only
ズームボックスZ2の波形だけをズーム表示

・Main＆Z1
画面上段に通常波形，下段にズームボックスZ1
の波形をズーム表示

・Main＆Z2
画面上段に通常波形，下段にズームボックスZ2
の波形をズーム表示

・Z1＆Z2
画面上段にズームボックスZ1の波形をズーム表示，
下段にズームボックスZ2の波形をズーム表示

・Main＆Z1＆Z2
画面上段に通常波形，下段左側にズームボック
スZ1の波形をズーム表示，下段右側にズームボッ
クスZ2の波形をズーム表示

 Note

・下図は，ズーム波形の表示方法にMain & Z1 & Z2を選択したときのメニューです。

SEARCH

ZOOM
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A サーチ方式の選択　10.4節
 サーチ開始点からあらかじめ設定したレベル以上（立ち上が
り）になった回数，または以下（立ち下がり）になった回数で
サーチするエッジサーチ（Edge）を選択します。

B  エッジサーチの条件
 サーチ対象波形，サーチ開始点，レベル，サーチ回数など
を設定します。

C サーチした波形の表示先*
 サーチした波形の表示先をZ1またはZ2から選択します。

D ズーム率
 Z1またはZ2の各ズーム表示のズーム率（T/div）を設定し
ます。

E ズーム位置
 波形表示枠の中心を0divとして，ズーム中心位置（ズームボッ
クスの中央）を－5～＋5divの設定範囲でズーム位置を設定し
ます。

F 過去のサーチ結果の表示
 表示するサーチ結果の番号を選択します。

G サーチの実行
* ズーム波形の表示モード(前ページ参照)が「Z1&Z2」または
「Main&Z1&Z2」のときだけ表示されます。

A B C ED GF

・下図は，サーチ方式にEdgeを選択したときのメニューです。

A サーチ方式の選択　10.4節
 指定した方向にズーム位置を自動的に移動させるオート
スクロール（Auto Scroll）を選択します。

B スクロール方向の選択
 左右のどちらの方向にスクロールするのかを選択します。

C ズーム率
 Z1またはZ2の各ズーム表示のズーム率（T/div）を設定し
ます。

D ズーム位置
 波形表示枠の中心を0divとして，ズーム中心位置（ズームボッ
クスの中央）を－5～＋5divの設定範囲でズーム位置を設定し
ます。

E スクロール速度
 1～10の10段階の速度から選択します。

F サーチの実行

A B C ED F

・下図は，サーチ方式にAuto Scrollを選択したときのメニューです。

＋SHIFT

SEARCH

ZOOM

●サーチ方式の種類
下記から選択します。
・エッジ 
波形が，設定したレベル以上/以下(立ち上がり/
立ち下がり)になった回数でサーチします。

・シリアルパターン
波形のシリアルなステータスパターン(時間経過
が変わる波形のステータスパターン)が，
High(H)/Low(L)/無視(X)で設定したパターンと同
じかどうかでサーチします。

・パラレルパターン
波形のパラレルなステータスパターン(同じ時点
の 各 波 形 の ス テ ー タ ス パ タ ー ン ) が ，
High(H)/Low(L)/無視(X)で設定したパターンと同
じかどうかでサーチします。

・パルス幅(Width)
設定したレベル以上/以下の波形のパルス幅が，設定
した判定時間より短いか長いかでサーチします。
・オートスクロール
ズーム位置が，指定した方向に自動的に移動しま
す。ズームされた波形を確認して，任意の位置で
スクロールを止めることが可能です。

 Note
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COPY

A 印刷先*　11.2～11.4節
 内蔵プリンタ，USBプリンタ，ネットワークプリンタから画
面イメージの 印刷先を選択します。

B 出力形式
 通常のサイズ（Normal）か，波形を拡大して印刷できるロン
グサイズ(Long)のどちらかを選択します。

C 付加情報
 波形の出力と同時に設定情報を印刷できます。
 
D コメント
 下部に印刷できるコメント文字を設定します。

* 印刷を実行する場合は，COPYキーを押します。

A B C D

・下図は，印刷先に内蔵プリンタを選択したときだけ表示されるメニューです。

A 印刷先*　11.2～11.4節
 内蔵プリンタ，USBプリンタ，ネットワークプリンタから画
面イメージの印刷先を選択します。

B 出力形式
 ESC-P，ESC-P2，LIPS3，PCL5，BJの中からUSB規格のプリ
ンタへの出力形式を選択します。

C カラー印刷ON/OFF

D コメント
 下部に印刷できるコメント文字を設定します。

E BJプリンタ用出力分解能
 （出力形式にBJを選択した場合）
 180dpi，300dpi，360dpi，600dpiから選択します。

F 接続USBプリンタの確認
* 印刷を実行する場合は，COPYキーを押します。

A B C FED

・下図は，印刷先にUSBプリンタを選択したときだけ表示されるメニューです。

●画面イメージの印刷

 Note

プリンタ
サーバ

ネットワーク
プリンタ

イーサネット

USBプリンタ

USB接続

DL1700E

内蔵プリンタ

MENU
COPY＋SHIFT
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IMAGE SAVE

A サムネイル一覧　12.10節
 保存した画面イメージのサムネイル画像を一覧表示します。

B 出力形式　12.9節
 TIFF，BMP，PS，PNG，JPEGから画面イメージデータの保存
形式を選択します。

C 色　12.9節
 カラー，カラー（白色背景），グレースケール，白黒の中から
画面イメージデータ保存時の色を選択します。

 
D コメント　12.9節
 画面下部に付加して保存できるコメント文字を設定します。

E 保存先*　12.9節
 保存可能なストレージメディアのドライブ名がFile Listに表示
されます。保存先のドライブとディレクトリを設定します。
保存を実行するときは，IMAGE SAVEキーだけを押します。

 
F ファイル名　12.9節
 ファイル名を設定します。番号または日付/時刻によるオート
ネーミングが可能です。

A B C D E F

●保存した画面イメージのサムネイル表示例

●ストレージメディアのドライブ名
[FD]
[PC Card]
[USB] 
[NetWork]

 Note

：フロッピーディスク
：PCカード
：USBストレージ
：ネットワークドライブ

MENU
IMAGE   SAVE＋SHIFT

* 画面イメージデータを保存する場合は，IMAGE SAVEキーを押します。

FILE

A 対象データ　12.5～12.8節
 保存/読み込み対象のデータを選択します。設定データ，波
形データ，スナップショット波形データ，波形パラメータ
の自動測定値，画面イメージデータの中から選択します。

B 保存　12.5～12.9節
 保存対象，保存方法，保存先などの設定と，保存の実行が
行えます。

C 読み込み　12.5～12.7節
 読み込み対象の設定と，読み込みの実行が行えます。
 
D ファイル操作　12.4，12.11～12.13節
 ファイルの削除，コピー，ディレクトリ名/ファイル名の変
更，ストレージメディアの初期化などが行えます。

A B C D

●波形データの保存データ形式（Data Type）
バイナリ，ASCII，32ビットフローティングの中か
ら選択できます。

 Note

FILE
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MISC

A キャリブレーション　4.6，4.7節
 キャリブレーションの実行，オートキャリブレーションの
ON/OFF，入力信号の遅延時間の補正に関する設定が行えま
す。

B 通信インタフェース*
 GP-IB，USB，Network（イーサネット）から通信インタフェー
スを選択します。GP-IBを選択したときは，それらの通信に
必要な設定も行えます。

C ネットワーク　13章
 本機器をイーサネットに接続するときに必要なTCP/IPの設
定などが行えます。

D システム設定　3.6，5.6，6.16，15.1～15.3節
 日付/時刻，メニュー言語，メッセージ言語，クリック音
ON/OFF，オフセットキャンセルON/OFF，トリガゲートの
各設定が行えます。

E オーバビュー　16.4節
 形名，レコード長，内蔵ストレージメディアドライブの種類，
オプション，デフォルト言語，ソフトウエアのバージョンNo.
などを表示します。

F LCDのバックライト　15.5節
 液晶ディスプレイのバックライトのON/ OFF，バックライト
の明るさ（0～7の8段階）を設定します。

G 画面の色と輝度　15.4節
 画面の各部の色と輝度の設定が行えます。

H 設定情報一覧表
 設定情報の一覧表(CH1～CH4(2)の垂直軸/トリガおよび水平
軸に関する設定情報)を表示します。

I セルフテスト　16.3節
 メモリ，キー，フロッピーディスクドライブ/PCカード，内
蔵プリンタ，確度の各テストを行えます。

J USB　4.3，11.3，12.3節
 本機器に接続されているUSB機器の一覧表の表示や，USBキー
ボードの言語の設定が行えます。

A B DC E

F G IH J

●イーサネットインタフェースを使っての通信
以下のことが可能です。
・ネットワーク上にあるFTPサーバに，波形データ/
画面イメージデータ/設定データを保存/削除/コ
ピーできます。

・ネットワーク上にあるFTPクライアントから本機
器にアクセスして，本機器のストレージメディ
アや外付けUSBストレージのファイルを取り出
すことができます。

・ネットワーク上にあるプリンタに，画面イメー
ジデータを印刷することができます。

・指定メールアドレスに，定期的に本機器の状態
やGO/NO-GO判定結果などの情報をメールで送
信することができます。

・本機器をWebサーバにすることができます。
DL1700EのWebページを表示して，Webページ
上でファイル転送，表示波形のモニタ，基本的
なDL1700Eのキー操作および波形データの取得
が可能です。

 Note

MISC

*  詳細は，通信インタフェースユーザーズマニュアルをご覧ください。
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